
か
けて北京 、

杭州 、
上海
を

こ
うし
た状
況の
な
か
で 、

訪れ
て
い
た ・
中
国
社
会税
学
日
本
と
比
較
して
も
明治
維
新

院
日
本
研究所
と本
田
財
団が
以
来一
世
紀有半
に
わ
たる
近

共
催
し
た「技
術
文
明
と
現代
代
化
の
遅れ
とい
うツ
ケ、
外

化」
と
題
する
北
京
シ
ンポ
ジ
部
世
界が
もっ
と
も
急
激
に
発

ワ
ム
に
出席
する
ため
で
あっ
展
し
た
戦
後
の三
十
年
間
を

た 。

－a毛
沢
東
恩
怨」
に
呪
縛
ハ
じ

ゅ
ば
く）
され
て
き
た乙
との一
「
俳句
年
鑑」ハ
角川市町
店〉 、

遺
言、
きわめて
広
範で

え
た
還
の急
進
化・
尖
鋭化
して党か
ら
除
名
され
たこ
と

開
放
は
表
層
の
変
化

ツ
ヶ 、
そ
し
て
近代化
保
亘

「俳句
研
究
年
E

S－－
完

多
様
な内
容
が
そこ
に
含
まれ
に危
震
をい
だい
て 、

還
に
より 、
中
国
の
民主
化運
動

2
2ニ
十
年
前の
文化
な
社
会主
言
制下
にい
ま
も一
密
ぎ
が
出
そ
ろっ
て 、
昨
年

て
い
る
こ
と
で
あ
る 。

乙
れ
を
抑
圧
する
震
を
亦
す
は一
転して
窮
地
に
追いや
ら

大
革
命開
幕
期
以
来 、
中
国は
あ
る
とい
うツケ
の
コエ盟百一
の
佐
湿の
決
算
もひと
ま
ず
恰

第
こに
は 、
一
昨
年
九月
の
にい
た乃
た
忽近の
経総
も乙 、
れ
るこ
と
に
なっ
た ．

しば
し
ば訪れ
て
い
る
が 、
い
悩
ハ
下Hジレ
ン
マ
ご
に中
国一
好〈
かっ
こ
う〉
が
とと
の
つ

中
国
主
覧
会国
代表
会
議、
の
こ
と
を物
密っ
てい
る 。

しか
し 、
一
た
び
覚
醒
（か
わ
ゆ
る
「開
放」
体
制
下
の
北
は
悩
ん
でい
るの
で
あ
る
か一
た按配
〈
あ
ん
ばい）
だが 、

ら 、
そ
乙
か
ら脱却
す
るに
は
二
年
をか
え
Dみて私の
胸
に

昨
年
九
月の
同
六
中
全
会
に
お

ω‘
，
i ．
！l

‘

一

〉

誌
は
時
間
訪
問

、
近

代

化

さ

ら

に

遠

回

り

日
開

柑

訟
は
り
十

石
川

残 っ
たこ
と
ばが
二
つ

日

れ
て
い
る
中国
共産
党
第
十
三

t

理
で
あ
る
旨
患
が
先の
シ
ン一
一
つ
は 、
弘
と古
書
人氏

錦－
中
国
の
政
治
・社

会
状
況が
回
大
会
とい
う
五の
中
国
政

覚

醒
し

た

意

識、
今

後
も
潜

在

サ
目
的
諸

れ
わ
れ一
枚
h

迫

性
科

目

〈一再
び
流動
化
して
い
る 。
去る
治
過
程
を
めぐっ
て 、
都
小
平

一

一

・

・

ら
「よ
く
ぞ本
当の
乙
と
を
言一切る
な
り
「今
年印
象深
か
っ

日一
十二
月
五日
に
安倣
省
合
肥
市
氏
らの
改
革
派と
限雲
氏
ら
の

一

6一
で起
こっ
た
省人
民
代
表の
選
原
則
派
三
般には保
守
派
と

乙・
2
た
なか
で 、
去
る一

〈
ぜ
じ
さ
せ
られ
た
野
憲

章
上海
は久
し
ぶり
だっ
た
っ
て
くれ
た」
と
手
室
長一
たの
は
〈
きれ
い
窓
2
gv

1一
挙を
め
ぐる学生
の
抗
議
デモ
い
われ
て
い
るが 、
私
は
む
し
月六
日
に
営
費
空
会

窓
会の
鋭い
問
題
意
設
の
で 、
その
菱
化
は
い
か
にと
たこ
と
は
印
象的
で
あっ
た 。
一

とい
う
言
葉」
と
さつ
をと 。

同一
は 、
乙
の
一
カ
月間
に
全
国
各
ろ原
則
派
と
呼ぶべ
き
だ
と
尽
日
報』
の
社
説
が 、
同八
日
に
は 、
今後
も
潜
在
的
に
認が
り
白
を
凝ら
して
毎日
を
過と
し

こ
の
よ
うなと
乙
ろ
に
乙一
乙れ
は
山
本
塁口
氏が 、
水
原

一

、

は
郎の
機
関
ぷ
「解放駆
報』
乙
そ
すれ
失
われ
るこ
と
は
な
た
けれ
ど
も 、
私
の
率
直な
印
そ 、
中
国
の
根本
的
な
菱
化が

一
秋桜
子
殿
晩
年の
伊良
を
喝
阪

〉一
地
の
大
学
に飛
ぴ
火
し 、
自
由
う〉
あ
る
Uは
その
中
間
派
と

f、

．

、

3

一

三
と
民
主求
め
る
学
生
運動
と
の
あい
だ
に
存在
する一
種
の
の
社
説
カ
「
プル
シ ョ
ア
的
U
であ
るつ
i 、
中国は
今

語 、
中国
社
会
は
基
本
的
に
始
まっ
てい
たの
だカ、
民
主一
おっ
ぱ〉
し
た乙
と
ば
で 、

川
了て 、
さ
らには
塁
側へ
の

路
線
闘
争が
今回の
巡
到
に
複
自由
化」
へ
の
強い
反対
を
打

堂
筋にわ
たっ
て 、
現代化

ほと
ん
ど
言っ
てい
な
い
と
と自
由
を求
める知
識
人
喜一
秋
桜
子
没
後
や
や
低
迷の
雪

印一
不
満
や
批判
を表
明
する
急
進

維な
影
を
滋と
してい
る
乙
と
ち
出
し
たこ
とに
よっ
て 、
今
と

面倒
化」 、
社
会主義
的
い
うもの
で
あっ
た 。

年
た
ち
の
巡
動は 、
乙
乙
当
分一
る同
門
の
士
気
を厳
然
した
こ

相一
的
な
政
治
改革
連
創と
して 、

である 。

回の
学
生
識
は大
きな
寝

室
と「ブル
ジョ
ア
的自由」

もと
よ
り 、
高層ホ
テル
が
冬の
季
節
に
閉ざ
され
続ける

互い
な
い
し 、
そ
れ以
上
に 、

2一
思
わぬ
展
開
を
遂
げ
て
き
た

乙
の
両者
が
か
ら
ん
だ
今
回
Lを迎
え
たの
で
あ
る
が 、
次い
と
い
う盾
と
矛の
根
本
問題
に
あ
ちこ
ち
に
建っ
た
り 、
外
国
の
では
な
か
る
品。
乙
2一
昭
和
蓄
にお
ける秋
桜
子
俳

1一
が 、

震は
胡
襲
警記の
の
出
雲は 、
従っ
て 、
自
然
で注gの
知
識
人 、

直
撃
と
ら
われ 、
衝
き
動
か
され
て
人
に
たい
す
る
「開
放」

選

手国
の
近
代
化は 、
さ
ら
に一
旬の
位
置
づ
けをあ占C
らか
に

翌

i問
題
に
ま
で発
展
した 。
発生
的
な
要
紫を
も
ち
つ
つ
技
術
大
学
副
学
長
男
励
之 、

ゆかざ
る
を
得な
い
だるフ 。
ん
でい
る
とい
う菱
化
は
大き
警
お
り
を
しな
けれ
ば
な
ら一
した 、

罰

目
立
生

時一

多様
な
反
体

制
運
動

制

封
切
れ
は
お
佳

昭

諮

許

誌

ア
錦
町

長
十
泊

三

計

五

拾
は

な

γ
外語大
教
授
1現

代一

弓
v
r
M
併

殺

今
回の
巡耐酬を
観
察
してい

うに 、
や
は
り内
政
よの
角
逐
し 、
反
党
恩
怨
を
薮
吹
し
たと
一
月下旬か
ら
十二
月
初旬に
だ 。

中
国
学〉

一
い
寂〉
の
指
摘
は
ありが
た
く

る
と 、
そこ
に二
つ
の
大
きな

と相
関
的
な
もの
だと
見
な
け

特
徴
を
指摘
する乙
とが
で
き

れ
ばな
る
まい 。

る 。
ま
ず第一
は 、
入
浴
につ

ー

い
ての
不満
といっ
た学
図生

予
想
を
越
え
尖
鋭
化

活
改
普
要求
か
ら現
俸
制
の
中

当
初
は 、
党内の
原
則
派
と

途半
鍋
な
改革の
問
題
点
を板
の
対
抗
上 、
学生
デモ
を
容
認

本
か
ら
批判
し
よ
うと
する高
も
し
く
は
鼓
吹
して
い
たか
に

度
に
政
治性
を帯
び
た反体
制
見
え
た
改革
派が 、
予
想
を
越

中
嶋

嶺
雄

共通二重キ庁月n
開〈夕刊〉業庁’t量乞

遊記』
に
登場
する
金
角
大
王
部の
ふ
く
らみの
傍

らーーす

人
いが
持っ
て
い
る純
金の
赤
い
ひ
な
わ
ちチT
リ
ンノlル
の
北

ょ
う
た
ん
の
と
と
きは 、
た
だ
障
に設
け
られ
たの
は 、
八
月

もの
じゃ
あない 。
金
角
に
名
二
十一
日 、
夕
刻の乙
と
で
あ

前
を
呼
ばれ 、
ひと
た
び
返
窃
っ
た ．
私
た
ちはゴ
ム
ボ
ー
ト

を
しよ・
フもの
な
ら 、
その
者
でひょ
う
たんの
内部
に
潜
入

は
た
ちま
ちに
して
ひょ
う
た
し 、
三つ
の
小
島
に怯息
する

ん
の
中
に
吸い乙
まれ
て
し
ま
クチ
ジロ
ジ
カ
の
生態観
祭
ゃ

い 、
やが
て
趨〈
うみ）
の
よ
篠窓の
採
集
な
ど
を
行
う－

う
に
溶
か
さ
れ
て
し

ま

う
の

方、
拐
の
近
辺
を
歩
き
ま
わ
り、

だ。

し
か
も
そ
の
内
都
空
間
に

遊
牧
を
第
ハ
な
り
わ
いu

と
し

は 、

千人
もの
人聞
を
閉
じ乙
て
い
る
チベ
ッ
ト人の
テン
ト

）
3・
：－tz：？3
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bzo
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王－、”f
t三〈52
弓ノ

くきれい寂＞に感銘
湘
子酔えない未曽有の盛況

感
銘し
たの
で
あっ
たが 、円

子門
の
曹人氏がこ
のこ
と…

の
重
要さ
を言っ
て
くれたe

とは 、
さらに・7れ
しい乙

で
あっ
た 。

も
う一
つ
は 、
いっ
そ
う一

た
ちの
黄色い
テ
ント
をのん

きに寄っ
てくる
者
も
ある

「あ
あ 、
乙
れ
で
すか 。，

れ
は
移動式の ，
ぉ
主ア
な’

で
す ．
縁起物 、
縁起物／・

テ
ン
トの内部
を
探察
しに》

た三
人のお
ば
あ
ちゃ
ん
に 、

私
は
宇フ教えて
さ
し
あぺ

た 。「オ
ヤマ
本
当
か
い 。
あh

がた字、
ゐ
りが

たや／・」

ば
あ
ちゃ
ん
速は
そ
う菖
？
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